 ２ 平成17年度 地域別の指標と特徴

	伊  豆
	・観光交流客数は4,166万3千人、前年度比101.3％、シェアは31.5％。

・宿泊客数は1,192万1千人、前年度比99.1％、シェアは63.4％。

	
	・夏の海水浴客は前年度比97.3％（約4万人の減）となった。
・観光交流客数、宿泊客数とも、前年度台風の影響を受けた10月～11月が大きく増加した。
・宿泊客数は、熱海、伊東、下田の東伊豆地域で増加したが、中伊豆、西伊豆
　では減少した。

	富  士
	・観光交流客数は2,436万人3千人、前年度比106.0％、シェアは18.4％。

・宿泊客数は131万9千人、前年度比105.0％、シェアは7.0％。

	
	・富士登山者数（新五合目への入込み数）は、前年度比 86.7％（約5万人の減）となった。
・富士スピードウェイのリニューアルオープンや道の駅「ふじおやま」の新規開設等により、観光レクリエーション客数が増加した。

	駿  河
	・観光交流客数は2,690万4千人、前年度比102.1％、シェアは20.3％

・宿泊客数は142万1千人、前年度比98.2％、シェアは7.6％。

	
	・スポーツ施設利用客やプロサッカー観戦客が増加した。
・博物館、美術館、動物園等の歴史・文化施設の入込み客数が増加した。

	奥大井
	・観光交流客数は103万5千人、前年度比101.2％、シェアは0.8％。

・宿泊客数は8万2千人、前年度比98.4％、シェアは0.4％。

	
	・寸又峡への入込み客数は増加したが、露天風呂利用者は減少した。
・イベントへの入込み客数は増加した。

・本川根町の宿泊客数が減少した。

	西駿河
	・観光交流客数は828万6千人、前年度比88.6％、シェアは6.3％。

・宿泊客数は64万2千人、前年度比92.8％、シェアは3.4％。

	
	· 前年度が３年に１度の島田の帯まつりや藤枝の飽波神社大祭等の開催年であったことから、今年度はその反動により減少した。
· 温泉施設は前年度比110.1％（19万人の増）となった。

	中東遠
	・観光交流客数は1,293万9千人、前年度比101.7％、シェアは9.8％。

・宿泊客数は90万4千人、前年度比90.1％、シェアは4.8％。

	
	· 年度後半から大河ドラマ関連施設の入込み客数が増加。
· 御前崎市の宿泊施設の閉鎖の影響により、宿泊客数が減少した。

	西  遠
	・観光交流客数は1,510万人、前年度比79.9％、シェアは11.4％。
・宿泊客数は246万5千人、前年度比90.3％、シェアは13.1％。

	
	· 前年度に開催された浜名湖花博の反動により、大きく減少した。
· 前年度に浜名湖花博の影響を受け、入込み客数を減らした観光施設は、入込み客数が増加した。
· 平成15年度との比較では、観光交流客数、宿泊客数ともに増加している。

	北  遠
	・観光交流客数は188万1千人、前年度比98.5％、シェアは1.4％。
・宿泊客数は4万1千人、前年度比104.8％、シェアは0.2％。

	
	· 夏場の川遊びやキャンプ場等のアウトドアレジャー客が減少した。
· イベントへの入込み客数は前年度よりも増加した。










